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【動機】

東椎屋の滝は「九州華厳」と呼ばれる人気の観光地である。しかし、滝の形成過程に関する研究
は少ない。一般に滝は侵食により、長い年月をかけて川下から川上へと後退する。そこで、東椎
屋の滝の後退速度や、滝が谷を削るのにどのくらいの時間がかかったのかに興味を持った。

【方法】

日光・華厳滝の後退速度（早川・松倉, 2003）」の論文では、経験式を用いることで滝の後退速
度を算出できることが示されている。そこで、この経験式を使って東椎屋の滝の後退速度を求め
れば、滝が谷を削るのに必要な時間も算出できると考えた。

【結果】

東椎屋の滝の後退速度は0.0135 m／年であることが分かった。また、滝が谷を削るのに要した時
間を算出すると、約170万年であった。滝周辺の地質は約192万～240万年前に形成された人見岳
火山岩類に覆われていることから、この結果はおおむね妥当であると考えられる。

【まとめ】

宇佐市にある福貴野の滝や西椎屋の滝についても、東椎屋の滝と同様に後退速度を求めた。また
、福貴野の滝では谷を削るのに要した時間も算出した。得られた結果はいずれも妥当と考えられ
ることから、滝の後退速度に関する経験式および、後退速度から谷の形成時間を算出する手法は
妥当であると考えられる。

【展望】

今回の研究により、滝の後退速度に関する経験式の有効性や、後退速度から谷の形成に要する時
間を求められることが分かった。様々な滝の後退速度を把握することで、地形や地質の歴史の推
定、洪水や土砂災害のリスク評価、観光資源の保全、気候変動による環境変化の把握などに役立
つのではないかと考えられる
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